
第10回マンション管理士合同研修会in広島大会報告　（竹中副会長）

　昼食休憩の後、午後の最初は、東京都会と広島県
会のマンション管理士による２件の「マンション管理
適正化診断実施組合との契約事例」でした。両者
共、誠意ある診断報告の結果、自身の管理士業務に
結びつけていました。
次は、広島県会の室田理事長による「紛争・和解成
立後の分譲マンションの管理組合運営正常化業務」
でした。このマンションは午前の小西弁護士の事例
報告のマンションで、室田理事長が紛争のさなか管
理組合から相談され、その後第３者管理者となり、紛
争の和解成立までと、その後の管理組合運営正常化
へむけての業務内容の報告でした。
休憩を挟んで、当会の高橋会長による「大規模災害
とマンション管理士」の講演があり、熊本地震の調査
及び相談会の報告とマンション管理士の大規模災害
発生時の対応について熱っぽく話されました。
　 研修の最後は、「管理組合の防災対策とマンション

管理士の役割」を語り合うパネルデスカッションでし
た。日本マンション学会中国・四国支部長の石口弁
護士がコーディネーターを務め、当会の高橋会長、萩
原副会長、熊本県会の稲田氏、瀬下日管連副会長、
及び日新火災海上保険の高橋氏がパネリストとし
て、熊本地震、東日本震災等の被災後に明らかに
なってきた事やマンション管理組合に求められる防災
対策とマンション管理士の役割について、それぞれ
の経験や考えを話されました。
   最後に村上日管連総務部長からの連絡事項で、管

理士情報検索サービスが今春から始まる事やＡＤＲ
の認証が近い等の報告がありました。
瀬下日管連副会長の閉会挨拶で合同研修会は予定
通り終了しました。タイムスケジュールもスムーズに
滞りなく進み、又、とても充実した研修内容で、準備
に携わった広島県会をはじめ関係者の方々の努力に
敬意を払います。
   引き続き隣の部屋で懇親会が催されました。各円

卓に分かれての会食でしたが、研修会が無事終わっ
た安ど感からか、どのテーブルも盛り上がっていまし
た。
私は合同研修会へは初めて参加しましたが、遠方か
らわざわざ参加した甲斐のある有意義な研修会でし
た。次回の第11回マンション管理士合同研修会は、

石川県会の企画・運営により金沢で開催することが
決まっています。

　去る、平成29年1月18日に広島で開催された合同

研修会に、日管連理事の高橋会長と萩原副会長と共
に参加してきましたので概略を報告します。なお、合
同研修会の資料は、先に会員ＭＬにて配信済みです
ので、それを参考にしてください。
　前日は、広島市内ホテルで前夜祭がありました。前
夜祭は特別な企画は無く、バイキングで食べ放題、
飲み放題の顔合わせ的な会合でした。事前に広島県
会はじめ全国の会員の皆さんと懇親の場を持てたこ
とは有意義でした。
　合同研修会の会場は、広島平和公園内の国際会
議場でしたので、前日と当日の合間に、世界遺産の
原爆ドーム他平和公園内外の施設を見学できる余禄
もありました。
研修会は予定通り９時半から始まりました。広島県会
の室田理事長の開会宣言の後、日管連の親泊会長
の開会挨拶では、日管連の部制の移行や管理士検
索サービス等昨年からの実績や今後の方向性の話
がありました。引き続きの来賓挨拶は、中国地方整
備局建政部、広島県土木建築局住宅課、広島市都
市整備局住宅部住宅政策課の3氏のご挨拶があり、

それぞれマンション行政へしっかり取り組んでいる姿
勢が感じられました。
　研修の最初は、日管連・親泊会長の「日管連会員
会の組織強化と地方公共団体等との連携について」
でした。地方公共団体とはマンションの管理の適正
化の推進等に資する施策の推進の為の連携・協力
が必要であるとの話があり、連携事業の紹介が9件

ありましたが、その中で宮城県会のマンション管理支
援ネットワークせんだい・みやぎの連携業務の紹介も
ありました。
　次の研修は、日管連の柴原理事による「日管連登
録マンション管理士の増加策について」で、ホーム
ページの活用や日管連入会勧誘チラシの配布等で、
3年間で４５０人増を目指す、との事でした。

続いての研修は、日管連の佐藤副会長による「マン
ション管理適正化診断サービスの現状と今後の展開
及びマンション管理士賠償責任保険の改善等につい
て」でした。診断サービスは、1年半の累計で１７６８

棟の実績があり好調で、今後より良いサービスを目
指して改正していくとの事でした。賠償責任保険の加
入状況は773件で、保険対応事故は4件あったそうで

す。
　休憩をはさんで午前最後は、小西弁護士の「未払
い管理費等請求事件に関する事例報告」でした。多
数の議決権を持つ介護サービス会社と住民側の対
立で2つの管理組合が並立するという紛争の解決

で、「多数決支配型」マンションの問題点とマンション
管理士の果たすべき役割について話されました。
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※以下は、後日訂正します。

■2月10日（金）17時30分～本会事務所　管理研究会

■2月15日（水）19時～本会事務所　技術研究会

■2月21日（火）14時30分～本会事務所　業務委員会

今回、入退会の方はありませんでした。 ■2月21日（火）18時～本会事務所　法務研究会

■3月08日（水）19時～本会事務所  理事会

人事・組織コーナー

マンション管理士試験について

今回はお休みさせていただきました。

第14回マンション管理公開セミナー開催 1/30の熊日新聞に萩原副会長のコメントが掲載されました

本会活動予定

私の趣味

平成28年度マンション管理士試験は、平成28年

11月27日（日）に8試験地（札幌市、仙台市、東

京都、名古屋市、大阪市、広島市、福岡市、那

覇市及びこれらの周辺地域）12会場において実

施しました。試験の結果については下記のとお

りです。

「マンションの将来を考える」

日時：平成29年2月5日(日) 13：00～16：50

場所：仙台市市民活動サポートセンター

6階 セミナーホール

第1部 講演 13:00～14:45

■テーマ1「管理規約」について考えてみよう

マンション管理士 高橋 悦子

■テーマ2「高経年マンションの技術的課題」

マンション管理士 竹中 潔

第2部 交流会 15：00～16：50

■テーマ1「管理規約」について考える

■テーマ2「高経年マンションの技術的課題

■テーマ3「マンションの管理運営について」
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高橋　悦子　会長が仙台経済界２０１７臨時増刊号に掲載されました。①



高橋　悦子　会長が仙台経済界２０１７臨時増刊号に掲載されました。②


